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ン
ト
ウ
成
虫
は
５
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
程
度
で
、
翅
に
黒
色
の
５
つ

の
斑
紋
が
あ
り
ま
す
。
条
件
が

良
け
れ
ば
年
間
８
回
程
度
発
生

し
、
１
頭
が
一
生
に
３
０
０
～

４
０
０
頭
の
イ
セ
リ
ヤ
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
を
捕
食
し
ま
す
。
発
生

回
数
や
捕
食
量
が
多
い
こ
と
か

ら
、
短
期
間
で
イ
セ
リ
ヤ
カ
イ

ガ
ラ
ム
シ
を
駆
逐
し
ま
す
。

ベ
ダ
リ
ア
テ
ン
ト
ウ
は
４
、

５
月
及
び
10
月
以
降
に
活
動
が

盛
ん
な
た
め
、
イ
セ
リ
ヤ
カ
イ

ガ
ラ
ム
シ
発
生
園
で
本
種
を
確

認
し
た
場
合
は
、
影
響
の
大
き

い
薬
剤
の
散
布
は
控
え
ま
し
ょ

う
。

フ
ジ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

フ
ジ
の
他
、

カ
キ
の
害
虫
と

し
て
知
ら
れ
、

ミ
カ
ン
に
も
寄

生
し
ま
す
。
雌

は
3.5
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
黄

褐
色
の
楕
円
形
で
、
体
表
は
白

色
の
ロ
ウ
物
質
で
覆
わ
れ
て
い

ま
す
。
新
梢
部
や
果
実
の
果
梗

部
に
寄
生
し
、
す
す
病
を
起
し

て
果
実
を
汚
損
し
ま
す
。

・
生
態

１
～
２
齢
幼
虫
で
越
冬
し
、

年
３
回
発
生
し
ま
す
。
第
１
世

代
幼
虫
は
６
月
上
旬
頃
、
第
２

世
代
幼
虫
は
７
月
下
旬
頃
、
第

３
世
代
は
９
月
下
旬
頃
に
発
生

し
ま
す
。
た
だ
し
、
日
当
た
り

や
標
高
な
ど
の
条
件
に
よ
り
、

発
生
の
早
晩
が
み
ら
れ
ま
す
。

防
除

・
第
１
世
代
防
除（
６
月
中
旬
）

成
虫
に
な
る
と
被
覆
物
質
に

よ
り
防
除
が
む
ず
か
し
く
な
り

ま
す
の
で
、
幼
虫
発
生
期
に
重

点
を
置
き
ま
す
。
薬
剤
は
ス
プ

ラ
サ
イ
ド
乳
剤
40
を
１
５
０
０

倍
で
、
樹
冠
の
奥
ま
で
液
剤
が

行
き
届
く
よ
う
に
、
た
っ
ぷ
り

散
布
し
ま
す
。

・
第
２
世
代
防
除
（
７
月
～
８
月
）

こ
の
時
期
に
孵
化
し
た
幼
虫

は
果
実
に
寄
生
し
て
大
き
な
被

害
を
与
え
る
の
で
、
発
生
が
見

ら
れ
た
ら
、
防
除
を
十
分
に
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
１
世
代
と
同
じ
よ
う
に
幼

虫
発
生
期
に
オ
リ
オ
ン
水
和
剤

40
を
１
０
０
０
倍
ま
た
は
、
コ

ル
ト
顆
粒
水
和
剤
を
３
０
０
０

倍
で
、
樹
冠
の
奥
ま
で
液
剤
が

行
き
届
く
よ
う
に
、
た
っ
ぷ
り

散
布
し
ま
す
。

・
越
冬
期
防
除
（
12
月
～
１
月
）

春
以
降
の
発
生
を
少
な
く
す

る
た
め
に
は
、
越
冬
期
の
防
除

が
大
切
で
す
。

せ
ん
定
前
の
12
月
下
旬
か
ら

１
月
中
旬
に
か
け
て
、
マ
シ
ン

油
乳
剤
95
％
の
40
倍
か
、
マ
シ

ン
油
乳
剤
97
％
の
60
倍
い
ず
れ

か
を
散
布
す
る
と
効
果
的
で

す
。
マ
シ
ン
油
に
包
ま
れ
る
と

呼
吸
が
で
き
ず
、
窒
息
死
し
ま

す
。
越
冬
密
度
を
下
げ
る
こ
と

で
、
春
以
降
の
初
発
を
大
き
く

抑
え
ま
す
。

・
越
冬
期
応
急
防
除
（
３
月
）

マ
シ
ン
油
乳
剤
を
12
月
～
１

月
に
防
除
で
き
な
か
っ
た
と
こ

ろ
は
、発
芽
前
ま
で
に
散
布
し
、

冬
期
に
２
度
散
布
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

前
述
し
た
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
各

世
代
の
発
生
時
期
は
目
安
で
あ

り
、
そ
の
年
の
気
象
条
件
に
よ

り
前
後
し
ま
す
。
圃
場
で
樹
体

を
よ
く
観
察
し
、
効
果
的
な
時

期
に
防
除
し
て
被
害
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
農
薬
を
使

用
す
る
際
は
希
釈
倍
率
や
使
用

時
期
、
回
数
等
を
農
薬
ラ
ベ
ル

で
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

しまなみ農業だより

カ
ン
キ
ツ
の
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
対
策

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
カ
ン
キ
ツ

栽
培
に
お
け
る
重
要
害
虫
で
、

葉
や
枝
、
果
実
に
寄
生
し
て
樹

液
等
を
吸
汁
し
、
密
度
が
高
く

な
る
と
樹
を
枯
死
さ
せ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
排
せ
つ
物

に
繁
殖
す
る
す
す
病
菌
に
よ
っ

て
果
実
が
汚
れ
、
寄
生
し
た
果

実
の
周
囲
は
緑
色
が
残
り
着
色

が
遅
れ
る
な
ど
、
品
質
を
著
し

く
低
下
さ
せ
ま
す
。

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
防
除
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
幼
虫
の
発
生
時
期
を

把
握
し
て
、
虫
体
に
被
覆
物
が

十
分
に
形
成
し
て
い
な
い
幼
虫

の
発
生
ピ
ー
ク
に
防
除
を
行
う

こ
と
、
冬
期
に
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

の
密
度
を
下
げ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
種
類
・

生
態
等
を
再
確
認
し
、
適
期
防

除
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

イ
セ
リ
ヤ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

明
治
時
代
に

海
外
か
ら
侵
入

し
た
害
虫
で
、

カ
ン
キ
ツ
地
帯

に
広
く
分
布
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
有
力
な
天

敵
で
あ
る
ベ
ダ
リ
ア
テ
ン
ト
ウ

が
導
入
さ
れ
、
多
発
す
る
こ
と

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
、
使
用
薬
剤
の
変
遷

等
に
よ
り
、
本
種
の
多
発
に
よ

る
「
す
す
病
」
発
生
園
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

・
生
態

雌
成
虫
は
４
～
６
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
で
、
体
の
後
方
に
白
い
大

き
な
卵
の
う
を
伴
い
ま
す
。
カ

ン
キ
ツ
の
ほ
か
ナ
シ
、
ナ
ン
テ

ン
な
ど
の
樹
木
、
マ
メ
科
植
物

な
ど
寄
生
範
囲
の
広
い
虫
で

す
。越

冬
は
主
に
幼
虫
で
行
わ

れ
、
幼
虫
の
主
な
発
生
は
第
１

世
代
が
５
月
下
旬
～
６
月
中

旬
、
第
２
世
代
が
８
月
中
旬
～

９
月
、
第
３
世
代
が
10
月
～
11

月
で
す
。

・
天
敵

イ
セ
リ
ヤ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の

導
入
天
敵
で
あ

る
ベ
ダ
リ
ア
テ

ン
ト
ウ
が
非
常

に
有
効
で
す
。

べ
ダ
リ
ア
テ

イセリヤカイガラ
ムシの寄生状況

フジコナカイガラム
シの寄生状況



危険物安全週間

【期　　間】

平成28年６月５日～ 11日

（毎年６月の第２週）

危険物
決めろ無事故の

ストライク
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消防だより

平成28年４月出動件数
摘要 火災 救急

弓　　　　削 0 15
生　　　　名 0 3
岩　　　　城 0 9
魚　　　　島 0 2
合　　　　計 0 29
平成28年累計 1 139

平成28年４月30日現在

熱
中
症
に
気
を
つ
け
よ
う

火災・救急・救助は

119
【上島町消防署】

　77-4118

ガソリンスタンドなどで
の危険物の取扱いの安全性
の確立や皆さんの危険物に
対する意識を高めることを
目的とし、作られたのが危
険物安全週間です。

危険物（ガソリン、灯油、
油性塗料など）は取扱いに
よっては、大災害になる可
能性がある危険なものなの
で、取扱いには十分注意し
ましょう。

TEL

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
気

温
や
湿
度
が
高
く
な
り
、
特
に

熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
熱
中
症
は
夏
の
熱
い
時

期
だ
け
で
は
な
く
、
季
節
の
変

わ
り
目
な
ど
気
温
が
変
化
し
、

体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
時

期
に
起
こ
り
や
す
く
、
最
悪
の

場
合
は
死
に
至
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
、
熱
中
症
予
防
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
症
状
と
は

熱
中
症
は
暑
熱
か
ら
起
こ
る

体
の
障
害
の
総
称
で
、日
射
病
、

熱
け
い
れ
ん
、
熱
疲
労
、
熱
射

病
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
脱
水
に

よ
り
、
脱
力
感
、
め
ま
い
や
手

足
の
筋
肉
の
痛
み
な
ど
の
症
状

が
お
こ
り
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
対
策

○
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
の
補

給
※
高
齢
者
、
障
が
い
児
の
方

は
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く

て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
。

○
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速

乾
の
衣
服
着
用 

○
保
冷
剤
、

濡
れ
た
タ
オ
ル
な
ど
に
よ
る
冷

却
○
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を

使
っ
た
室
内
の
温
度
調
整 

○

日
傘
や
帽
子
の
着
用 

○
日
陰

の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
の
応
急
処
置

☆
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
部
屋
や

日
陰
な
ど
涼
し
い
環
境
に
移
動

し
ま
し
ょ
う
。

☆
う
ち
わ
や
扇
風
機
な
ど
で
身

体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

☆
氷
嚢
な
ど
が
あ
れ
ば
、
首
や

わ
き
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根

な
ど
に
当
て
ま
し
ょ
う
。
※
こ

れ
ら
の
部
位
は
大
き
な
血
管
が

あ
る
の
で
、
そ
こ
に
流
れ
る
血

液
を
冷
や
す
こ
と
で
、
全
身
を

効
率
的
に
冷
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

☆
自
分
で
水
が
飲
め
る
場
合

は
、
水
分
・
塩
分
を
し
っ
か
り

取
り
ま
し
ょ
う
。

☆
自
分
で
水
分
が
取
れ
な
い
、

い
つ
ま
で
も
症
状
が
改
善
し
な

い
場
合
、
意
識
障
害
や
嘔
吐
が

あ
る
場
合
は
迷
わ
ず
に
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

６
月
か
ら
気
を
付
け
よ
う

熱
中
症
対
策

救
急
救
命
講
習
受
講
者
募
集

―
救
え
る
命
を
守
る
た
め
に
―

上
島
町
消
防
署
で
は
、
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
を
町

民
の
皆
さ
ま
に
広
げ
る
た
め
に

救
命
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
族
や
大
切
な
人
の
命
を
守

る
た
め
に
救
命
講
習
を
受
講
し

て
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。
受
講
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
上
島
町
消
防
署

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

上
島
町
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

ク
ラ
ブ
員
募
集
！

地
震
等
の
災
害
時
に
お
け
る

情
報
通
信
手
段
と
し
て
、
上
島

町
在
住
の
無
線
愛
好
家
が
協
働

し
、
平
成
21
年
３
月
に
上
島
町

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
を
設

立
し
ま
し
た
。

上
島
町
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

ラ
ブ
は
、
こ
の
無
線
を
活
用
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加

で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。活

動
内
容
に
つ
い
て
は
、
災

害
時
に
、
災
害
情
報
を
迅
速
に

収
集
し
、
地
域
住
民
や
行
政
機

関
に
対
し
情
報
伝
達
を
行
う
こ

と
で
す
。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
興
味
の

あ
る
方
は
入
会
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
詳
し
く
は
上
島
町
消
防
本

部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


